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～分散での 1学期終園式～ 

本日、1 学期の終園式を迎えました。全体で 

集まるのを避け、各クラスで放送による終園式

を実施しました。1 学期を少し振り返ってみた

いと思います。年度当初の計画では、1 学期は

4 月 8 日の始園式（入園式は 4 月 13 日）でス

タートし、7 月 20 日の終園式で締めくくるよ

うにしていました。 

しかしながら、今年は新型コロナ感染症拡大 

を防ぐための緊急事態宣言を受け、本園では 5

月 20 日まで休園をとりました。そして、5 月

21 日から 2 週間、クラスを５グループに分け

ての分散登園を開始。6 月 4 日からの 12 日間

はクラスを 2 グループに分けての分散登園へ移

行。そして、6 月 22 日から、やっと全員登園

の通常保育を開始しました。まさに激動の 40

日間の 1 学期でした。 

 背中と同じぐらいのランドセルを背負った年

少さんも随分と逞しくなってきました。分散登

園の頃と比べると動くスピードが速くなったよ

うな気がしています。 

 トマトやキューリなどの野菜を栽培していた

年中さん。空き箱等の廃品を活用した遊びや響

流の森への探索など活動を楽しんでいました。 

 バケツ稲にチャレンジしている年長さん。坂

道登園で上り終えて正門に来た時の笑顔がとて

も印象的でした。虫かごと虫取り網を持ってよ

く百年の森にでかけて活動していました。 

 さぁ、明日から夏休みです。夏にしかできな

い体験をしてほしいと願いつつも、コロナの影

響で制限も多いかと思います。まずは感染しな

い対策を講じて、8 月 25 日の始園式に元気に来

てほしいと願っています。 

 

 

こもれび

分散での避難訓練 

  

7 月 16 日に避難訓練を実施しました。梅雨の

合間に密になることを避けながらも、学年を揃え

てクラスごとで実施しました。 

今回の避難訓練の 

目的は、次の三つでし 

た。 

①火災報知の放送を 

聞いて知ること 

②避難する時の注意（お・は・し・も） 

③避難の仕方を知り(経路・避難場所)避難する 

避難する時の注意として、おさない・はしらな

い・しゃべらない・もどらないで指導しています。 

 これまで避難訓練の経験がある年長・年中の皆

さんは、煙を吸い込まないように口を帽子で押さ

え、避難場所への移動が素早くできていました。  

初めて経験する年少の皆さんも、先生たちの誘

導に従いながら、お・は・し・もを守って、避難

場所への移動ができていました。 

地震や大雨などの自然災害も多い日本、万が一

に備えておく必要があります。 

■家の中の事故防止について■ 

 夏休みは家で過ごすことになりますが、家の中

の事故でヒヤッとした経験はありませんか？ 

消費者庁が行ったアンケート調査結果により

ますと、階段やリビングでの「落ちる」事故や台

所での「やけど」「切る・刺さる」が多くなってい

るそうです。 

子どもの目線に立って、家の中の家具や家電の

置き場所等、危険な場所・物をもう一度見直して

おきましょう。 

 

 

 

 


